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氏 名 水上 雅博

要 旨

雑 談 は話者 同士の社会的 関係 を構 築 し、そ の後 の対話 をスムーズ に進 め るため

に重 要 な行為 であ る。雑 談 を通 して構 築 され る社 会的 関係 は、社 会心理学 におい

て ラポール とも呼ばれてお り、 ラポール に よって対話 相手 との間 に信頼感や 一体

感 、快適 さな どが生 じる。本研究 では、 この雑談 の重要性 に着 目し、 よ り快適 な

雑談 が可能 な対話 工一 ジェン トの構 築 を 目指す。 よ り快適 な雑 談 を実現す るた め

に、 ラポール の形成 に必要 な要素 につい て着想 を得 て、ユー ザの選 好 を考慮 して

快適 な会 話 を行 う適応 的対話工一 ジ ェン トを提案す る。対話工 一ジ ェン トの応答

にお いてユーザ の選 好 を考慮す ることは、対話工 一 ジェン トに対 す るユーザ のエ

ンゲー ジメン トを高 め、長期 的に会話 を継 続 し、対話 を好意 的に進行 す るために

も重 要な要素で あ る。 ユーザ の選好 はユーザ に よって異 な り、選好 の対象 は話 し

方 、対話 の進 め方 、距離感 の取 り方 な ど多岐 にわた る。 これ らの異 なる複 数 の選

好 に対 してそれ ぞれ 考慮 した上 で処理 を行 う必要 があ る。 この問題 に対 して、本

研 究 では用例べ一 ス対話 システ ムを対象 とし、以 下の4っ の協調要素 につい て述

べ る。一つ 目は、ユ ーザの望む話 し方 を持 った対話 システ ムを構築す るた めに、

システ ムの発 話候補 に対 して変換処理 を行 う、言語 的個 人性変換 であ る。 これ に

よって、対話 工一 ジェン トがユーザ の望 む話 し方 で対話 を行 うことがで きる。二

つ 目は、用例 デー タベー スに対す る快適度推 定で あ る。 ここで はユー ザに とって

快 適 に対話 を進 めるこ とがで きるよ うに、対話 工一 ジェ ン トが用い る用例 デー タ

ベ ース に対 して事 前 に快適度 を推 定す る。 三つ 目は、ユ ーザの反応 を考慮 して応

答 を行 うこ とで、対話 中のユ ーザ に合 わせ て適応 的 に最適 な応 答 を選択す る、適

応 的応 答選択 であ る。 これ に よって、対話工 一 ジェン トが対話 中のユー ザに合 わ

せ て快適 な応答 を行 うこ とができ る。 四つ 目は、対話行為 レベル のエ ン トレイ ン

メン トを考慮 した応答 選択 であ る。 エ ン トレイ ンメン トは対話 を通 して話者 同士

が 同調す る現象 であ り、対話 の 自然性やエ ンゲージメ ン トの増長 と関係 してい る。



対話行為 レベル でのエ ン トレイ ンメン トを考慮 す る ことで、 同調す べ き ところ と

そ うでない ところ を考慮 した応答選 択 を行 うこ とができ る。我 々は、 これ らの協

調要素 について それ ぞれ実験 を行 い、そ の評価 結果 か ら提案 手法 の有効性 を示 し

た。



氏 名 水上 雅博

（論文審査結果 の要 旨）

雑 談 は話者 同士 の社 会的 関係 を構 築 し、その後 の対話 をスムーズ に進 め るた

めに重 要な行為 で ある。雑談 を通 して構築 され る社会的 関係 は、社会 心理学 に

お いて ラポール とも呼 ばれ てお り、 ラポール に よって対話相 手 との間に信 頼感

や 一体感 、快適 さな どが生 じる。 本研 究 では、 この雑談 の重要性 に着 目し、 よ

り快適 な雑 談 が可能 な対話工 一 ジェン トの構 築 を 目指す。 よ り快適 な雑 談 を実

現す るた めに、 ラポール の形成 に必要 な要 素 につい て着想 を得て 、ユーザの選

好 を考慮 して快適 な会話 を行 う適 応的対話 工一 ジェン トを提 案す る。対 話工一

ジェ ン トの応答 においてユー ザの選好 を考慮 す るこ とは、対話工一 ジ ェン トに

対す るユーザ のエ ンゲー ジメ ン トを高 め、長 期的 に会話 を継 続 し、対話 を好意

的に進行 す るた めにも重要 な要素で あ る。 ユーザ の選好 はユーザ に よって異 な

り、選 好 の対象 は話 し方 、対話 の進 め方 、距離感 の取 り方 な ど多岐 にわた る。

これ らの異 な る複 数 の選好 に対 してそれ ぞれ 考慮 した上 で処理 を行 う必 要が あ

る。この問題 に対 して、本研究 は用例べ一 ス対話 システ ムを対象 とし、以下 の4

つ の協調要 素 について研 究 を行 った．

一つ 目は、ユーザ の望む話 し方 を持 った対話 システ ム を構 築す るために、 シ

ステムの発話候補 に対 して変換 処理 を行 う、言語的個人性 変換 であ る。 これ に

よって、対話 工一 ジェン トがユーザ の望 む話 し方で対話 を行 うこ とがで きる。

二つ 目は、用例 デー タベー スに対す る快適度 推定で あ る。 ここではユーザ に と

っで 快適 に対話 を進 める ことがで きる よ うに、対話工一 ジェン トが用い る用例

デー タベー スに対 して事 前 に快適 度 を推 定す る。

三つ 目は、ユー ザの反応 を考慮 して応答 を行 うことで、対話 中のユーザ に合

わせ て適応 的に最適 な応答 を選択 す る、適応 的応答選択 であ る。これ に よって、

対話 工一 ジェン トが対話 中のユーザ に合 わせ て快 適 な応答 を行 うこ とがで きる。

四つ 目は、対話行 為 レベル のエ ン トレイ ンメン トを考慮 した応 答選択で ある。

エ ン トレイ ンメ ン トは対話 を通 して話者 同士が 同調す る現象 で あ り、対話 の 自

然性や エ ンゲー ジ メン トの増長 と関係 してい る。対話行 為 レベル でのエ ン トレ

イ ンメ ン トを考慮 す るこ とで、 同調すべ き ところ とそ うで ない ところを考慮 し



た応答 選択 を行 うこ とがで きる。本論文 は， これ らの協調要 素 につ いてそれぞ

れ実験 を行 い、その評価結果 か ら提案手法 の有効性 を示 した。

これ らの成果 は，従来技術 で は本質 的に解 決 困難 であ った 問題 に対す る解 決

策 を示 してお り、 これ らの結果 は主著 ，副著含 め，3編 の学術 論文 、9編 の査

読付 き国際会議論 文 と して発表 してお り，学生賞 の受 賞 もあ るこ とか ら、研究

業績 として非 常に高 く評価で きる．以上、本博 士論文 の審査 を行 い ，本論文 は，

博士論文 （工学 ） として十分 な価値 が あるもの と判断 した ．


